
日本消防検定協会認定評価品
認評放第2022～5号

※段階鳴動機能・多元非常放送機能を使用する場合は、事前に管轄の消防署の許可を得る必要があります。
PTH-57

●長く安心してお使いいただくため、定期的な保守点検をお勧めします。 ●非常放送設備は消防法により所定の保守点検が義務付けられています。 
●保守点検については、お買い上げの販売店へご相談ください。

●日本国内専用品のため、海外ではご使用になれませんのでご注意ください。 ●製品の色は印刷のため実物とは多少異なる場合があります。 ●犯罪抑止や事故防止等を意図して設計・製造しておりますが、
本システム単独で、犯罪の防止や安全を保証するものではございません。万一、事件・事故等による被害・損害が生じた場合でも、当社は一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 ●製品価格には、設置調
整費用、電気工事費用、使用済み商品の引取り費用等は含まれておりません。 ●改良のため予告なく仕様・価格等を変更する場合があります。 

超大規模防火対象物等にあわせ進化

FS-A2500シリーズ構成機器

非常用操作パネル
FS-A2500EP 3U

非常系統拡張パネル
FS-A2500EX 3U

非常放送、緊急地震放送、緊急放送、業務放送ができます。
FS-2510EP/2520EPと組み合わせて使用します。

ＦＳ-Ａ２５００ＥＰに最大１３台まで接続可能。
1台あたり160回線まで拡張可能（最大640回線）。

※この商品は単体での販売はできません。

FS-2500シリーズと組み合わせ可能

FS-A2500EP/A2500EX以外の機種は、FS-2500シリーズ（一部機種を除く）を流用可能です。
※FS-2500シリーズからの更新は、管轄の消防署の許可が必要になります。

これまでの非常用放送設備との違いをアニメーション動画で
紹介。運用支援ソフトウェアの詳細についても、こちらを
ご覧ください。
https://www.toa.co.jp/products/ss/fs-a2500s/

FS-A2500 シリーズ特設サイト

Viewer Softwareで確認可能な項目
 ・システム状態　・放送状態
 ・機器状態　　　・点検履歴
 ・動作履歴

本ソフトウェアをPCにインストールし、
FS-A2500システムとLAN接続すること
で、放送状態や機器状態などを把握できる
無償のソフトウェアです。本ソフトウェアを
ご利用いただくことで、視認性や一覧性が
向上し、放送状態および機器状態を把握し
やすくなり、管理運営業務の負担軽減につ
ながります。

運用支援ソフトウェア （Viewer Software）
（表示画面）

FS-A2500

LAN



ブロック鳴動への対応に必要な「区メッセージ」の設定ができます。従来の「階メッセージ」だけでなく、より細かい
「区メッセージ」を鳴動させることで、大規模建築物における火災発生場所の詳細を、避難者や自衛消防隊に報せ、
より安全な避難やすばやい初期消火に繋がります。

最大105エリアに対して同時に異なる避難
メッセージを放送できるため、エリアごとに
安全な経路の使用を促すことができます。

火災放送移行後から全館一斉鳴動までの間に、鳴動エリアをブロック単位で自動的に追加するためのタイマーが設定
可能です。

音声警報メッセージの鳴動を止めずに特定
エリアへのマイク放送が可能です。

※段階鳴動機能・多元非常放送機能を使用する場合は、事前に管轄の消防署の許可を得る必要があります。

従来、物件ごとのカスタマイズにより「第3タイマー」等と呼ばれていた機能を、各種物件でご利用いただきやすい
よう新機能として開発しました。
従来の出火階・連動階への区分鳴動に加え、火災放送の鳴動範囲を複数階やエリアからなるブロック単位で段階
的に拡大させることができます。

高層ビルや複合商業施設では、防火区画の区分け等によるブロック単位で火災放送を行うことで、危険度の高い
エリアから順に避難誘導を行うことができます。

●最大105元放送可能

●最大3段階まで設定可能

●特定エリアにマイク放送可能

・複数の用途で使用する施設を1つの防火対象物として管理したい。

・パニック防止のため、ブロックごとの鳴動をもっと詳細に分けたい。

・A棟で火災が発生した時は、B棟は鳴動させず区分鳴動を行って欲しい。

・シネコンエリアは感知器発報放送では嗚動させず、全館一斉時のみとしたい。

超大規模防火対象物等に向けた安心を。

高層建築物や複雑な建築物が近年多く建設されており、
消防機関や施主から以下のような対応を求められることはありませんか。

従来の区分嗚動では、順次避難への対応は困難です。
FS-A2500シリーズでは、「段階鳴動機能」と「多元非常放送機能」により、
在館者に対してより安全かつ確実な避難誘導を可能にします。

「超大規模防火対象物」及び「大規模、高層の建築物が地下部分や駅施設等を介して複雑に接続された超大規模な建築物群」
のことをいいます。また、「超大規模防火対象物」とは、自衛消防組織（火災や地震発生時の初期消火や消防機関への通報、
応急救護等を円滑に行い、建築物の利用者の安全を確保するため、消防法第８条の２の５に基づき設置されるもの）の設置義務
対象のうち、以下の全てに該当する防火対象物のことをいいます。

(1) 不特定多数の者が利用する特定防火対象物（競技場、商業施設、ホテル等）、駅舎、空港
(2) 収容人員が10,000人以上
(3) 高さが200ｍ以上又は延べ面積が200,000㎡以上
◇消防庁ホームページ掲載資料参照
　 https://www.fdma.go.jp/pressrelease/houdou/2019/03/22/items/d85b36cce39d22c8c3c9ec8ba80653e8c4e70b52.pdf

超大規模防火対象物等とは

段階鳴動

多元非常放送
従来品では出火階の情報を報せていましたが、本機では避難経路情報などを含んだ放送を行うことができます。
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